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メネット事業 吉原 和子      担当主事 長田 光玄 

担当主事 吉永貴弘

会長ひと言           吉原 訓 
      ～いま一歩のご奮闘を～ 

四月の二十二日には「竹の子例会」を予定しています。 

もう 十年くらい続いています。 

今年のヨコハマの桜の開花は 三月二十三日ころと、以

前に比べて大分早くなりました。「竹の子例会」を早める

べきか悩んでいます。つい この間までの厳しい寒さはど

こへいったのでしょう。 

原稿書きの今日は春の彼岸の中日、此岸(しがん)に対

し迷いを脱し悟りの境地に触れる日です。お墓の掃除を

したり、親族と墓参りをします。また 檀家寺（浄土真宗）

の世話人の一人として、住職や同じ宗派のご住職の法話

を聞く機会も多くあります。人との関わり方、物事の見

方について学ばせていただくのですが、悟りの境地に達

するには程遠く、先が見えません。市会議員選挙に当選

するためと、不純な心で新興宗教といわれるいくつかの

団体とも関わりを持ちました。引退後の今でも、お付き

合いはさせていただいておりますが、そんなことで悟り

が開ける訳がありません。 

縁あってワイズメンズクラブを通じてキリスト教に触れさせ

ていただいています。見よう見まねで讃美歌を歌い聖書

を開き、ふと心安らぐ時を感じます。日本では 何故キリ

スト教が、うまく広がらなかったのか不思議でなりません。

それにしても今期中にあと数名何とか会員を増やしたい

ものです。会員の皆様のいま一歩のご奮闘をよろしく…。 

 

 

 

 

 

















     
  

 

 

   

 ◎今月の聖句◎ 

ともし火をともして升の下に置く者はいない。燭台の上に

置く。そうすれば、家の中のものすべてを照らすのである。

そのように、あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。 

-マタイによる福音書5章15～16節から- 

『横浜 YMCA は、イエス･キリストによって示された愛と奉仕

の精神に基づき、いつの時代も社会の求める課題に向き合

い平和を求め歩んできました。（中略）あらためてともし火を高

く掲げて歩みます。そして、誰もが公平に将来の夢や希望を

描ける平和な社会の実現を目指します。』 

～2016年度横浜YMCA全体事業方針･計画の基本聖句から～ 

     

強調月間  ＬＴ
 

     

Leadership Training、ワイズメンのリーダーシップの開発と

向上を図ることで、一層 効果的な奉仕活動の基本を学び･

習得するのが狙い、毎年3月に東山荘で開催される区主催

のクラブや部の役員のための研修会、更には部やクラブが

主宰して独自に行う研修会もすべてＬＴにつながります。     

人は誰でもその人特有のスキルを持ち合わせているとい

われます。周りからする研修は当然のことながら、ご自分

自身でも、自らご自分の能力を引き出すように心掛けたい

ものです。人呼んで，‘自己啓発’と表現しています。 

さぁ 今から早速始めてみられては…、それもこれもすべ

てがＬＴへの道、さて あなたのスキルは何でしょう…。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 The Service Club for the YMCA THE Y’S MEN’S CLUB 

Affiliated with the International Association            OF YOKOHAMA－TOTSUKA 

           C/O  SHONAN TOTSUKA YMCA 

 of  Y’s Men’s Clubs 769－24, Kamikurata, Totsuka, 

 Yokohama, Japan 〒244－0816  
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  ２０１６年４月会報 第２５８号 
         国際会長（ＩＰ） Wichian Boonmapajorn  （タイ）                                                          

２０１５    主  題 “Mission with Faith ”  「信念のあるミッション」 

スローガン “Count Your Blessing”  「恵みを数えよう」  

        アジア地域会長（ＡＰ）  Edward K．W．Ong (シンガポール)  

～     主   題  “Through Love，Serve”  「愛をもって奉仕をしよう」                                    

   スローガン  “Let it Begin with Me”  「まず自分から始めよう」 

２０１６   東日本区理事  渡辺 隆（甲府）  「原点に立って、未来へステップ」 

湘南・沖縄部部長 今城 高之（横浜つづき）「一人ひとりが愛と平和の種をまこう！」 

   クラブ会長  吉原 訓 「ゆっくり・楽しく 社会に奉仕」                    

主 題   副会長 浦出 昭吉    書記 若木 一美   会計 小俣 妙子 

       
  

 
  

 
  

 
  

 
  

 



「いのち」未来への継承』 

～私たちの地球のために～ 

“From Our Hands, 

We Pass Nature’s 

Torch” 

 

 

３月在籍者数 ３月出席者数 出席率  
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（円） 

ロ バ 

（円） メ ン 12 メ ン 9 84％ 

メネット 1 メネット 4  前 月 迄 0 0 0 0 21,150 

  ゲ ス ト ら 1  当 月 0 0 0 0 6,600 

計 13 合 計 14  累 計 0 0   0 0 27,750 

★強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴う★ 
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☆第1例会(鎌倉･横浜とつかクラブ合同わかめ例会)報告☆        吉原 訓 

日 時：20１6年3月12日(土) 18：00～21：00        つつあるなと感じた次第です。また 鈴木ひろ子ワイズから  

場 所：鎌倉・由比ヶ浜‘蕾の家’             は、とつかクラブの中で メネットとしてのお働きからこの   

とつか参加者：(ゲスト) 鈴木ひろ子さん(元メネット)       度 メンバーとしての仲間入りをさせていただいたと報告   

 （メ ン） 加藤･小俣･土方･吉原･若木            され、やんやの喝采を浴びておられました。彼女は 最近 

(メネット)  加藤･杉本･吉原･若木      計)10名      まで 南伊豆にお住いのお母様のご面倒を見ておられた関 

 今や恒例となった‘合同わかめ例会’、開会セレモニー   係で六郷のおうちが留守がちだったことも一つの原因の 

の後は田中義宣ワイズによる先に鎌倉で開かれた原子力   ご様子だったようで、これからはクラブ活動へのご参加も 

シンポジウムの報告（記事は別掲）、そして お待ち兼ねの   可能になられたとのことのようです。ひろ子さん、よろし 

‘わかめパーティ’が始まりました。いく種類かのわかめ   くお願いね…。そして 加藤ワイズからは 先だって８４年 

のしゃぶしゃぶ、昨日から今日にかけて鎌倉･由比が浜の  の生涯を閉じられた小山正直さんの葬儀が７日に行われ  

海岸で池田会長が採ってこられた味わいのあるわかめ、  参加されたことの報告などがありました。 

それと 近海もののブリも加わり アルコールも十分に    定刻を大分過ぎたころ、名残りの尽きない～まだ暖かみ 

添えられて いっそうの盛り上がりに事欠きません。    の残っている～席を立ち お互い池田さんらへの感謝の 

全員が ひと通り この美味しさを堪能したところで、   ごあいさつなど交わし 江ノ電の駅へと歩を早めました。 

頃合いをみて自己（他己）紹介を中に 日ごろの活動報告 

の始まりです。まず クラブ会長から…ということで指名 

され私からは ‘わかめ例会’を開いてくださった池田  

会長を始め鎌倉クラブの皆さんへのお礼と、４月２２日に 

拙宅で実施予定の これも恒例となっている‘竹の子例会’ 

にも是非ご参加いただけるようにとのアピールを中心に 

手短な報告をさせていただきました。そして とつかから 

ご参加の皆さんが お互いお顔馴染みながら 次々と自己 

紹介を兼ねたご挨拶をされ、若木ワイズからは 先だって 

の御殿場･東山荘での次期役員研修に参加し その折の感想 

 などが延べられ、次期部長としてのご準備も着々と整い 

                                             

☆シンポジウムに参加して☆     加藤 利榮        ☆第2例会報告☆      長田 光玄   

 3 月4 日(金)の18 時30 分から鎌倉で開

かれた写真表題の会合に参加しました。 

 きっかけは、12年ほど前の2004年9月、 

ピースキャラバンの引率者として来日のステ

ィーブン・リーパー氏が拙宅に1週間ほどホーム

スティされたのがご縁で、当夜、彼も講師の

一人として見えられるとのことでした。 

 会場は、いくつかの主催団体の皆さんで

300 近い座席も超満員の盛況、もちろんワ

イズからも何人かお見えでしたが、肝心のスティーブン氏、

大変お忙しそうで 直接お話する時間がありませんでした。 

 大震災･原発事故から 5 年を経た今でも現地の放射線量は

高く、帰宅困難区域の人々の身体や環境に与える影響すら明

確な説明のないまま現在に及んでいるという事態をはっき

りと見つめようではないか、解決への道筋はあるのか、核と

人類についていかに対応すべきか、ひいては核兵器の廃絶に

向けての道はあるのかないのか…といった、日ごろ私たちが

頭の隅っこに思いながらも なかなか その機会に恵まれ

ないまま今日に及んでいる現実に、彼を含む3人のアメリカ

人パネラーによって、彼らのご意見を拝聴しながら、当夜は

何とか向き合うことができたのかなと思えたひと時でした。 

日 時：2016年3月22日(火) 18：30～20：00 

場 所：湘南とつかYMCA 204号室（進行: 吉原会長） 

出席者：(メン)  吉原･加藤･小俣･佐藤･鈴木･土方･若木･ 

       渡辺･長田 

    (メネット) 杉本         計) 10名 

【報告】 

 第72回Y‐Y’s協議会（3/1）・第2回部評議会（3/1）・

原子と核シンポジウム（3/4）・次期役員研修会（3/5-6）・

大震災復興支援イベント（3/6）・故小山氏告別式（3/7）・

鎌倉合同わかめ例会（3/12）   －いずれも本号各欄に記載－ 

【協議】 

① ４／22(金)：たけのこ例会・現地１１：００集合 

②   ② ５／７(土)：卓話「薬と健康」卓話者･吉原会長 

③ ６／４－５：東日本区大会(長野) 

◆ 総括・連絡：吉原会長 

◆ 切符手配等：加藤ワイズ 

◆ バナー持参：吉原会長 

④ 諸行事・会合 

 区役員会：４／９－１０（山梨・石和） 

◆ 部役員会：４／23(土)15：00～・関内中央YMCA 

◆ つづきクラブ10周年例会：5/21･富士山YMCA （以上） 
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☆災害復興支援コンサートから☆    小俣 妙子 

   あの東日本大震災から 5 年となり、復興支援のために横浜

YMCAでは「3･11 をわすれない」と様々なチャリティイベント

を行っています。ここ湘南とつかYMCAでも、‘東北に花を贈

ろう’費用の一部に充てようと、今年も3月6日(日)に 仙台･

宝山連による お馴染み‘すずめ踊り’の披露や街頭募金が 

午前中に、そして午後は 4回目となる区ゆかりの演奏家による

クラシックからポップスまでのコンサートが開催されました。 

 私は 午後の部に お友達をお誘いして参加し、久しぶりに

クラシック音楽の鑑賞などにひと時を過ごさせていただきました。

場内は 毎年のことながら ほぼ満席、以前からお知り合いのヴ

ァイオリニストの井上八世以さんと 1 年ぶりのご挨拶を交わし

ました。お仲間の佐藤さん、杉本さん、鈴木さん、加藤さんの

お顔もお見えです。1 時間にわたり演奏されたプログラムでは、

とくに‘ふるさとの四季’と題した‘春の小川’などの懐かし

い曲のメドレーに聞き入り、終わりは 定番‘チャルダッシュ’

でクラシックのプログラムは盛んな拍手のうちに終わりました。 

                 休憩を挟んで始まった第 2

部は、一転して賑やかに…。

客席と一体となって手拍子も

添えられ、大きな歓声のうち

に幕となりました。機会があ

れば‘東北に花を贈ろう’ツアー

にも…と思いながら帰途        

に…。(写真:湘南とつかYMCAご提供) 

      ☆第2回部評議会開かれる☆     若木 一美 

日 時： 3月1日(火) １７：４５～１８：４５ 

場 所： 横浜中央YMCA  608号室 

とつか出席者：若木・浦出・加藤・小俣 

  司会の林書記から定足数の確認がなされた後、今城部長

の議長のもと協議に入った。 

議案1(次々期部長選出)：金子功ワイズを推薦･承認された。 

議案2(次期部役員選出)：いずれも選出･承認された。 

うち、事業主査は以下のとおり。 

      地域奉仕  大髙  治（横浜） 

      会員増強  山田 一男（金沢八景） 

       国際･交流  池田 光司（鎌倉） 

       ユース   徳澤 洋子（厚木） 

議案3(今後の部行事予定)：― 

 △第2回部長公式訪問➢とつかは2月6日(土)、訪問済み 

 △第4回部役員会の開催➢4月23日15:00～17:00･中央Y 

 △区代議員会・区大会➢クラブバナーを持参すること。 

   大会発表用クラブ活動報告(写真付)を4月末日までに 

部書記まで送付のこと。 

第3回部評議会：6月18日(土)15:00～17:00・中央Y 

    現･新部役員合同とし、プログラムにLT的要素を加味。 

その他：岡田部会計から、各クラブからの諸献金を送金した。 

監事講評から：次期監事の選出を考慮されたい。   (以上)  

☆次期部役員･会長研修会に参加して☆  浦出 昭吉                                                               

 日 時：3月5日(土)13時～6日(日)12時 

場 所： 御殿場・東山荘 

クラブから： 若木・浦出・加藤・小俣 

 例年のごとくこの時期に開催された標題

の研修会に次期クラブ会長の立場で、若木

次期部長が ご都合で夕方からのご参加にな

ることから、車には次期部書記･会計のお二人をお乗せし、

久しぶりの東名を御殿場に向かいました。 

  プログラムの中で、最も印象に残ったものは…といえば、

14時30分から70分余りにわたり、元同盟総主事の山田

公平さんによる「これからのワイズ、YMCA にとっての

ワイズ」と題された基調講演でした。画面に写し出された

いくつかのメモ書きから、結論的なものは下の写真のよう

だったと思いますが、このテーマは 今後とも機会あるごと

に議論を深め･煮詰める要があるな…と感じた次第です。 

☆第７２回Y－Y`ｓ協議会から☆  若木 一美 

日 時： 3月1日(火) １９：００～２０：３０ 

場 所： 横浜中央YMCA 501号室 

とつか出席者： 長田・若木・浦出・加藤・小俣 

出 席： YMCA･6名、ワイズ･15名 (横浜クラブ担当) 

   開会セレモニーの後、田口総主事と今城部長の挨拶

に引き続き、金子会長の司会により協議が進められた。 

報告事項Ⅰ（横浜YMCA） 

１)  横浜YMCAから･田口総主事： 次年度事業方針・

計画が示された(基本聖句は ◎今月の聖句◎ に掲載)。 

  ２）横浜YMCA会員大会：483名が参加した。 

  ３) BAPYチャリティゴルフ大会：95名参加･基金へ77万円 

  ４) 国際･地域協力募金：¥11,616,918（1月末現在） 

  ５）ブランディング･プロジェクト：横浜YMCA･1,557名参画 

 報告事項Ⅱ（ワイズ側） 

１） 部合同新年会：Y･総主事ら9名、Y’s・57名が参加 

２） 部長沖縄公式訪問：16名参加、現地にお世話になった。 

３） 第2回部評議会報告：（左欄に掲載） 

４） 各クラブ報告 

△ 南部地震の見舞を兼ね近く台湾訪問の予定（八景）。 

   △ 3月の‘わかめ’4月の‘たけのこ’とイベント例会

が続くが、ゲスト･ビジターを大歓迎したい（とつか）。 

  協議「ユースの育成について」、意見交換がなされた。 

  次回：6月7日(火)・鎌倉クラブ担当を確認した。 （以上） 
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☆YMCAだより☆       担当主事 長田 光玄 

～笑顔・元気・がんばろう日本！～  

湘南とつかYMCAでは 3月6日(日)に東日本大震災復興支

援イベントを行いました。午前中は仙台より 40 人の祭連の

皆さんに来ていただき 本物の「すずめ踊り」を戸塚駅東口

のペデストリアンデッキにて演舞を披露していただきました。

演舞していただいた「宝山連」の皆さんは‘2015年仙台青葉

まつり’にて 3 年連続で正宗賞を受賞しており、お囃子の

太鼓や笛に合わせた演舞は迫力満点で 行き交う人々も足を

留めて見入っていました。(写真) 

午後は恒例の戸塚区在住の音楽家の皆さんと戸塚区を拠

点に活動されているシンガーソングライター‘kaho＊’さんに

よる～Heart to Heart～“ともに明日へ”と題したチャリテ

ィーコンサートを開催しました。 

午後は雨模様のお天気でしたが、この日一日で 475 人の

方々が参加し、募金総額は233,127円となりました。 

東日本大震災から4年が経ちました。まだ、復興道半ばで

悲しみ、苦しみの中にいる人たちを覚えます。私たちのでき

ることは支援し続けること、忘れないこと、ともに明日へ進

んでいくこと。 「笑顔・元気・がんばろう日本！」 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

☆今月の歳時記から☆ 

‘紫雲英 げんげ’と‘お玉杓子 おたまじゃくし’ 

‘紫雲英’、春の田の面や畦に一面に咲き溢れる。遠くか

ら見ると紅色やピンクのジュウタンを敷いたようで美しい。

子どもたちは 寝転んだり、花摘みをして花束にしたり、首

輪を作ったりする。もとは中国原産の越年草で、稲の収穫

された後、水田の水を干して種をまく。別に、蓮華草、五

計花（げげばな）、げんげん などともいう。 

野道ゆけばげんげんの束すててある  子 規 

紫雲英咲く白毫寺村佳き香せり    林之助 

      げんげ田に放ちて追へり竹とんぼ    凡 茶 

    次に‘お玉杓子’、蛙の子です。春に 水田、池、沼な

どで蛙の産卵が行われ、寒天質のものがヒモ状につながる。 

10日ぐらいで孵化し ひょろひょろと尾を振って泳ぎだす

のは滑稽に見えるが、真っ黒になって群がって泳ぐ様は 

少し気味が悪い。俳人は蝌蚪（かと）とも音読して用いる。 

蝌蚪の池わたれば仏居給へり     秋桜子 

ずたずたに日輪うつす蝌蚪の水    都 址         

  お玉杓子玉の命の一つづつ       櫂              

☆４・５月の行事予定 ☆ 

➢４/9-10  第３回東日本区役員会：甲府・石和温泉 

➢４/22(金) たけのこ例会(第1・2例会を振替え) 

➢４/23(土) 湘南･沖縄部役員会：１５時～(中央Ｙ501号) 

➢５/ 7(土) 第１例会：18時30分～湘南とつかYMCAホール 

➢５/21(土) 横浜つづきクラブ設立10周年例会：富士山 YMCA 

        

 ～４月の例会のご案内～ 

４月２２日（金）１１：００～１５：００ 

たけのこ例会：吉原会長宅 

   ～ かいひ：お食事代程度～ 

   ～山に入る方には、履物・道具を用意します。～ 

   ～晴雨にかかわらず行います。～ 

～戸塚駅東口交番前10：３０集合とします。～ 

～第1と第2例会に振替えます。～ 

         ～Happy Birthday～ 

       渡辺 恵子さん（４月１３日） 

       川津 政義さん（４月１７日） 

       長田 直美さん（4月２３日） 

 

【掲示板】              会 長                                                  

◎ 御殿場の井田ワイズにお会いして 

   ３月５日、東山荘で御殿場クラブの井田伸太郎ワイズ

とばったり、結構なお土産を頂き、その際‘ロバに…’

とお預かりしたものを 感謝して 6 日の湘南とつか

YMCAのイベントの支援に加えさせていただきました。 

   井田さん、ありがとう…。       （かとう） 

◎ 4月の例会について 

  ４月の‘たけのこ例会’に出られる方は、事前に会長

までご連絡願います。 

 

      ～小山正直さんを悼む～ 

 ３月２日 ８４歳で召された小山さんの 

告別式が雨のそぼ降る７日、日本基督教団 

桜美林教会で執り行われ、参加してまいり 

ました。彼との思い出は尽きませんが、 

２つの事を申し上げ 悼む言葉とします。 

  その一は、10年ほど前の話ですが、とつかクラブが毎月の 

ように会員の入会式を行っていたころ、必ず彼が立ち会って

くれました。お陰で、その年は最優秀クラブ賞を頂きました。 

 その二は、拙宅での8月の納涼会には第１回から皆出席、 

おととしの時には、マイク片手に率先？歌まで出していただき、

滅多にないこととか…、周りをアッと驚かせたものでした(写真)。 

 この上は ご家族･ご一族皆様の上に一日も早い平安が訪れ               
ますことを祈るばかりです。            加藤 利榮 

 

(後記) 

 春爛漫のなか、ピッカピカの若者が 街中に、駅に、地下鉄に、…。 

                                〈T/K〉 


